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(57)【要約】
　本発明はエネルギー貯蔵装置用コンテナに関し、上板
、下板および複数の側壁が互いに仕上げられて内部空間
を形成するコンテナ本体、前記コンテナ本体の上板に設
けられる第１支持フレーム、前記コンテナ本体の下板に
設けられる第２支持フレーム、および前記第１および第
２支持フレームに垂直方向に結合され、一般的に用いら
れるバッテリーラックの垂直方向のフレームを構成する
１つ以上の垂直フレームを含むことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上板、下板および１つ以上の側壁が互いに仕上げられて内部空間を形成するコンテナ本
体、
　前記コンテナ本体の上板および下板に設けられる支持フレーム、および
　前記支持フレームに垂直方向に結合され、一般的に用いられるバッテリーラックの垂直
方向のフレームを構成する１つ以上の垂直フレームを含むことを特徴とするエネルギー貯
蔵装置用コンテナ。
【請求項２】
　前記支持フレームは、
　前記コンテナ本体の上板に設けられる第１支持フレームおよび前記コンテナ本体の下板
に設けられる第２支持フレームを含むことを特徴とする、請求項１に記載のエネルギー貯
蔵装置用コンテナ。
【請求項３】
　前記支持フレームは、
　前記垂直フレームと結合するための１つ以上の第１結合溝を含むことを特徴とする、請
求項１または２に記載のエネルギー貯蔵装置用コンテナ。
【請求項４】
　前記エネルギー貯蔵装置用コンテナは、
　前記支持フレームと前記垂直フレームの結合を固定するための１つ以上の固定部材をさ
らに含むことを特徴とする、請求項３に記載のエネルギー貯蔵装置用コンテナ。
【請求項５】
　前記垂直フレームは、
　バッテリーを支持できる支持部が提供されることを特徴とする、請求項１に記載のエネ
ルギー貯蔵装置用コンテナ。
【請求項６】
　前記垂直フレームは、
　前記支持部と結合するための１つ以上の第２結合溝を含むことを特徴とする、請求項５
に記載のエネルギー貯蔵装置用コンテナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は２０１４年１１月１９日付の韓国特許出願第１０－２０１４－０１６１５３７
号に基づいた優先権の利益を主張し、該韓国特許出願の文献に開示された全ての内容は本
明細書の一部として含まれる。
【０００２】
　本発明はエネルギー貯蔵装置用コンテナに関し、具体的には、内部空間を形成するコン
テナの上板および下板に対応する対の支持フレームを設け、前記支持フレームに１つ以上
の垂直フレームを結合して、一般的に用いられるバッテリーラックの垂直方向のフレーム
を構成することによって、支持フレームと垂直フレームが一体化したエネルギー貯蔵装置
用コンテナに関する。
【背景技術】
【０００３】
　地球温暖化および産業発展によって電力消費が急増し、益々高まる電力需要を満たすた
めにエネルギー貯蔵装置（Ｅｎｅｒｇｙ　Ｓｔｏｒａｇｅ　Ｓｙｓｔｅｍ；ＥＳＳ）の活
用は効率的な代案となっている。
【０００４】
　エネルギー貯蔵装置は、過剰生産された電力を貯蔵しておき、電力不足が発生すれば送
電する貯蔵装置であって、電力系統において発電、送配電、需要者に設けられて運営が可
能であり、新しい再生エネルギーの出力安定化と非常電源などの様々な機能として活用さ
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れている。
【０００５】
　この時、エネルギー貯蔵装置は大容量のエネルギーを安定的に貯蔵するために数個～数
百個のバッテリーモジュールを保管し、このようなバッテリーモジュールは空間要件を最
小化するためにバッテリーラックに積載されている。
【０００６】
　一般的に、エネルギー貯蔵装置が保管されるコンテナはその大きさが限定されているた
め、空間の効率的な使用のためにはバッテリーラックの空間活用度を高める必要性がある
。
【０００７】
　そこで、従来のエネルギー貯蔵装置用コンテナは、コンテナの内部に支持フレームを作
り、完成品形態のバッテリーラックを結合させる方式であって、この過程でバッテリーラ
ックの下段およびサイドフレームが重複して不要な空間消耗が発生するという問題点があ
った。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、上述した従来のエネルギー貯蔵装置用コンテナの問題点を解決するた
めに導き出されたものとして、コンテナの上板および下板に設けられた支持フレームと１
つ以上の垂直フレームを結合して一体化させることによって、空間活用度を高めることが
できるエネルギー貯蔵装置用コンテナを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一実施形態によるエネルギー貯蔵装置用コンテナは、上板、下板および１つ以
上の側壁が互いに仕上げられて内部空間を形成するコンテナ本体、前記コンテナ本体の上
板および下板に設けられる支持フレーム、および前記支持フレームに垂直方向に結合され
、一般的に用いられるバッテリーラックの垂直方向のフレームを構成する１つ以上の垂直
フレームを含んで構成される。
【００１０】
　一実施形態において、前記支持フレームは、前記コンテナ本体の上板に設けられる第１
支持フレームおよび前記コンテナ本体の下板に設けられる第２支持フレームを含んでもよ
い。
【００１１】
　一実施形態において、前記支持フレームは、前記垂直フレームと結合するための１つ以
上の第１結合溝をさらに含んでもよい。
【００１２】
　一実施形態において、前記垂直フレームは、バッテリーを支持できる支持部を提供して
もよい。
【００１３】
　一実施形態において、前記垂直フレームは、前記支持部と結合するための１つ以上の第
２結合溝を含んでもよい。
【００１４】
　一実施形態において、前記エネルギー貯蔵装置用コンテナは、前記支持フレームと前記
垂直フレームの結合を固定するための１つ以上の固定部材をさらに含んでもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の一側面によれば、内部空間を形成するコンテナの上板および下板に対応する対
の支持フレームを設け、前記支持フレームに１つ以上の垂直フレームを結合して、一般的
に用いられるバッテリーラックの垂直方向のフレームを構成することによって、支持フレ
ームと垂直フレームの一体化による空間活用度を高めることができるエネルギー貯蔵装置
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用コンテナを提供することができる。
【００１６】
　よって、重複するフレームなどの不要な資材の使用を減らすことによって経済的な効果
がある。
【００１７】
　また、コンテナ内部の空間消耗を減らし、使用者の移動およびバッテリーの運搬のため
の通路を相対的に広く確保できるという長所を有する。さらには、広い通路を確保するこ
とによって、使用者の移動および運搬過程で発生しうる安全に係わる事故を予防すること
もできる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態によるエネルギー貯蔵装置用コンテナを概略的に示す図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態によるエネルギー貯蔵装置用コンテナの断面図を概略的に示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明を添付された図面を参照して詳細に説明すれば次の通りである。ここで、繰り返
される説明、本発明の要旨を不要に濁す恐れのある公知機能および構成に関する詳細な説
明は省略する。本発明の実施形態は、当業界で平均的な知識を有する者に本発明をより完
全に説明するために提供されるものである。よって、図面での要素の形状および大きさな
どはより明確な説明のために誇張されてもよい。
【００２０】
　明細書の全体にかけて、ある部分がある構成要素を「含む」とする時、これは、特に反
対の記載がない限り、他の構成要素を除くものではなく、他の構成要素をさらに含んでも
よいことを意味する。
【００２１】
　図１は本発明の一実施形態によるエネルギー貯蔵装置用コンテナ１００を概略的に示す
図であり、図２は本発明の一実施形態によるエネルギー貯蔵装置用コンテナ１００の断面
図を概略的に示す図である。
【００２２】
　図１および図２を参照すれば、本発明の一実施形態によるエネルギー貯蔵装置用コンテ
ナ１００は、コンテナ本体Ｃ、第１支持フレーム１１０Ａ、第２支持フレーム１１０Ｂお
よび垂直フレーム１２０を含んで構成されることができる。
【００２３】
　図１および図２に示されたエネルギー貯蔵装置用コンテナ１００は一実施形態によるも
のであり、その構成要素が図１および図２に示された実施形態に限定されるものではなく
、必要に応じて一部の構成要素が付加、変更または削除されてもよいことに留意する。
【００２４】
　コンテナ本体Ｃは上板、下板および１つ以上の側壁が互いに仕上げられた内部空間を形
成することによって、エネルギー貯蔵装置あるいはＥＳＳ用バッテリーを保管する役割を
することができる。
【００２５】
　図１において、本発明の一実施形態によるエネルギー貯蔵装置用コンテナ１００のコン
テナ本体Ｃは六面が閉鎖された直六面体の形状として示されているが、その形状および大
きさが実施形態に限定されるものではなく、上側あるいは側面部が必要に応じて開放され
るように構成されてもよいことに留意する。
【００２６】
　支持フレーム１１０Ａ～１１０Ｂはコンテナ本体Ｃの上板に設けられる第１支持フレー
ム１１０Ａおよびコンテナ本体Ｃの下板に設けられる第２支持フレーム１１０Ｂで構成さ
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れ、後述する垂直フレーム１２０を支持および固定させる役割をすることができる。
【００２７】
　この時、第１支持フレーム１１０Ａと第２支持フレーム１１０Ｂは互いに対向する対で
あり、構成および大きさが対応するように形成されることができる。
【００２８】
　このような支持フレーム１１０Ａ～１１０Ｂは、内側に窪んだ１つ以上の第１結合溝１
３０Ａを含むことができる。
【００２９】
　第１結合溝１３０Ａは後述する垂直フレーム１２０が挿入結合されるように内部空間を
形成し、垂直フレーム１２０が結合される場合に垂直フレーム１２０の水平方向の動きを
防止する役割をすることができる。
【００３０】
　この時、第１結合溝１３０Ａは第１支持フレーム１１０Ａと第２支持フレーム１１０Ｂ
に対向する対として提供され、深さおよび面積が対応するように形成されることができる
。
【００３１】
　ここで、上述した支持フレーム１１０Ａ～１１０Ｂおよび第１結合溝１３０Ａは一実施
形態に過ぎず、本発明がこれに限定されるものではないことに留意する。一方、このよう
な支持フレーム１１０Ａ～１１０Ｂはコンテナ本体Ｃと一体型で形成されてもよいことに
留意する。
【００３２】
　垂直フレーム１２０は前記第１支持フレーム１１０Ａおよび第２支持フレーム１１０Ｂ
と一体型で結合され、一般的に用いられるバッテリーラックの垂直方向のフレームの役割
（すなわち、従来のバッテリーラックの外部あるいは内部の垂直フレーム）をすることが
できる。
【００３３】
　ここで、垂直フレーム１２０の両末端は第１結合溝１３０Ａと符合する形状で構成され
ることが好ましく、その長さは第１支持フレーム１１０Ａと第２支持フレーム１１０Ｂで
各々提供される第１結合溝１３０Ａ間の間隔に対応する長さで構成されることが好ましい
。
【００３４】
　このような垂直フレーム１２０は支持部１５０および１つ以上の第２結合溝１３０Ｂを
含むことができる。
【００３５】
　支持部１５０は垂直フレーム１２０の内側に提供される所定厚さのパネルであり、収納
されるバッテリーを支持および固定する役割をすることができる。
【００３６】
　ここで、支持部１５０は後述する第２結合溝１３０Ｂに挿入され、バッテリー容量に基
づいて脱着および付着が可能である。
【００３７】
　第２結合溝１３０Ｂは垂直フレーム１２０の内側に窪んだ溝であって、所定の設定間隔
で提供され、支持部１５０が挿入される空間を提供する役割をすることができる。
【００３８】
　この時、第２結合溝１３０Ｂは、垂直フレーム１２０の中心軸を基準に互いに開口方向
が反対になる対として提供されることができる。
【００３９】
　同様に、上述した支持部１５０と第２結合溝１３０Ｂは一実施形態に過ぎず、本発明が
これに限定されるものではないことに留意する。
【００４０】
　上述した構成要素の他に、エネルギー貯蔵装置用コンテナ１００は１つ以上の固定部材
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【００４１】
　固定部材１４０は、垂直フレーム１２０が支持フレーム１１０Ａ～１１０Ｂの第１結合
溝１３０Ａから離脱しないように堅固に固定させる役割をすることができる。
【００４２】
　この時、固定部材１４０は、垂直フレーム１２０と支持フレーム１１０Ａ～１１０Ｂを
貫通して締結されるボルトおよびナットで構成されることができる。
【００４３】
　このような構成により、本発明の一実施形態によるエネルギー貯蔵装置用コンテナ１０
０は、コンテナ本体Ｃ、支持フレーム１１０Ａ～１１０Ｂおよび垂直フレーム１２０を一
体化させてバッテリーラックの形状を構成することによって、不要なフレームの重複使用
を減らし、経済的、空間的な活用度を高めることができるという長所がある。
【００４４】
　また、コンテナ内部の空間消耗を減らし、使用者の移動およびバッテリーの運搬のため
の通路を相対的に広く確保することによって、安全的な側面の効果もある。
【００４５】
　以上、本発明の特定の実施形態を図示して説明したが、本発明の技術思想は添付された
図面と前記説明の内容に限定されず、本発明の思想を逸脱しない範囲内で様々な形態の変
形が可能であることは本分野の通常の知識を有する者に明らかな事実であり、このような
形態の変形は本発明の精神に違背しない範囲内で本発明の特許請求の範囲に属すると言え
る。
【符号の説明】
【００４６】
　１　支持部
　１００　エネルギー貯蔵装置用コンテナ
　１１０Ａ　第１支持フレーム
　１１０Ｂ　第２支持フレーム
　１２０　垂直フレーム
　１３０Ａ　第１結合溝
　１３０Ｂ　第２結合溝
　１４０　固定部材
　１５０　支持部



(7) JP 2017-536643 A 2017.12.7

【図１】 【図２】



(8) JP 2017-536643 A 2017.12.7

10

20

30

40

【国際調査報告】
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